
日本基督教団 八ヶ岳教会 復活後第 2主日礼拝 NO.1324 2024年 4月 14日 10:30~

前 奏 黙想

讃 美 歌 20 主をほめよ、わがこころ

祈 禱

信仰告白 使徒信条 566
聖 書 コヘレトの言葉 3:11

ルカによる福音書 24:28~35
讃 美 歌 405 かみともにいまして

説 教 『キリストに働きかけられて』

祈 禱

讃 美 歌 532 ひとたびは死にし身も

献 金

讃 詠 547いまささぐるそなえものを

黙 禱

主の祈り 564
頌 栄 542 世をこぞりて

祝 禱 後 奏

女たちの報告を受けてペトロが墓へ走ると、そこにはイエスの遺体はなく、「驚きながら家に帰った

(ﾙｶ24:12)」。「ちょうどこの日、二人の弟子が、エルサレムから 60スタディオン(約 11㎞)離れたエマ

オという村へ向かっていた(24:13)」。彼らはその晩、同宿した人が復活のイエスだと気づかされ(24:31)、
急遽エルサレムのアジトに戻る(24:33)。そこには「十一人とその仲間が集まって、本当に主は復活し

てシモンに現れたと言っていた(24:34)」。シモン・ペトロは、遺体がないことを確かめはしたが、復

活の主に会うのはその後(24:36)。出来事の前後関係は、多少違っていても気にしないでおこう。

二人の弟子は、後代の者たちから見ればまったく無名だが、ルカ福音書によれば一番最初に復活の

イエスと出会っている。十一使徒とその仲間、つまりキリストを宣べ伝えることになる側近の直弟子

には復活の報告が集まった。女たちからの「一部始終(24:9)」の出来事が、二人の弟子からは「道で

起こったことや、パンを裂いてくださったときにイエスだと分かった次第(24:35)」といった証言が。

そんなわけで、直弟子には復活のイエスに出会う心構えができていた。ところが「イエス御自身が

彼らの真ん中に立ち〔あなたがたに平和があるように〕と言われる(24:26)」と「彼らは恐れおののき、

亡霊を見ているのだと思った(24:37)」。これはいささか奇妙だ。側近だった彼らに、なぜイエスの顔

が判別できないのか。確かにエマオでの二人の弟子も、イエスと出会っていながらその顔や声が判ら

なかった(24:16)。「目が遮られていて、イエスだとは分からなかった(24:16)」のだとしたら、イエス

はどのような顔に見え、どんな声に聞こえるのだろうか。見えるとは何か、聞こえるとは何か。

くだけた言い方をすれば、イエスは「おいおい、オバケじゃないよ、俺だよ、おれっ(24:38~40)」
と言い、魚まで食べて見せたが(24:43)、弟子たちは喜びながらも、疑い、何がなんだか分からずに混

乱していた(24:41)。だからイエスは「彼らの心の目を開かせた(24:45)」。二人の弟子のように、彼ら

の「目も遮られていて、イエスだとは分からなかった(24:16)」。そしたまた、耳も遮られていた。

イエスの復活がどのようなものであるか、実に興味深く語られている。マグダラのマリアは復活し

たイエスを園丁と見間違え(ﾖﾊﾈ20:15)、「マリア(20:16)」と名を呼ばれ、イエスから働きかけられるこ

とで復活を知る(20:16)。側近の直弟子も(ﾙｶ24:45)、二人の弟子もそうだった(24:30~31)。復活とは、

通常の可視的な、客観的な現象ではない。それでは心の中に起こった幻なのか。「幻」と呼ぶならそれ

でもよい。ただ「復活の幻」は、現実の出来事よりも深く一人ひとりをつき動かし、世のキリスト者

にとって普遍的で、同時にまた個別的で、私たちの人生を大きく変えてしまうほどの力がある。

二人の弟子がイエスだと分からないまま同宿した夕食の席で、「イエスはパンを取り、賛美の祈りを

唱え、パンを裂いてお渡しになった(24:30)」。まさしく最後の晩餐(22:19)。御自分の体、つまり御自

分の命を二人の弟子に分かち与えた。言い換えるなら十字架ではないか。「すると、二人の目が開け、

イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった(24:31)」。復活のイエスだと分かればそれで充分。

キリストの命が分かち与えられている愛と赦しは、視覚の残像ではなく、私の体として「知っている」。

見たというより、聞いたというより、教会というキリストの体として、今なお響き合っている。

復活と私たちを隔てている内開きの扉 人間の理性や感性を押し広げて復活に辿り着くのではない

キリストが扉を押してここへ来る 外向けに 出入り口に置いておいた私の体裁を 扉が打ち砕く

次主日 4/21 の礼拝後に教会総会を開きます。重要な審議事項があります。会員の皆さんはご参加く

ださい。4/20(土)1:30～3:30 メディカル・カフェ。4/22(月)10:00～11:30 甲府聖研(山梨 YMCA)。

礼拝堂・集会所の住所：408-0012山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3
連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205北杜市明野町浅尾新田 1324 TEL 0551-25-4008
eﾒｰﾙは komechan.olive @ gmail.com HPは「日本督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。


